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柏原市は、毎年、大小各種の規模の公共事業を実施 しています。

市域の大部分が文化財の包蔵地である事から、公共事業に際して発

掘調査を実施する事例も多くあります。

これらの公共事業は、田畑や山林等を新規に工事するだけではな

く、既設の施設改修や改装、拡張等の調査面積が狭小な場合も多々

有ります。柏原市教育委員会では、これらの工事に際してもおごそ

かにする事なく出来る限り発掘調査を実施 し、鋭意各遺跡の実態把

握に取り組んでいます。これらの発掘調査による成果は、大規模な

発掘調査によるものとは程遠いものがあります。しかし、少量なが

ら検出した遺構や遺物から遺跡の種類や性格、規模等の一端を知る

事が出来、古環境復元に際して重要な資料となる事があります。

今回の調査も狭小な調査面積しかない事例でありましたが、種々

の遺構や遺物が検出できました。大県遺跡では、府下 9例 しか出土

していなし軒亀文時代早期の押型文土器が出土し、中期から後期にか

けての土器も貴重な資料です。大県南遺跡では、鍛治関係の炉が検

出され、大県追跡だけではなく、大県南遺跡でも製鉄関連集団が居

住していた事が明らかになりました。

今回の調査にあたっては、地元の方々を始め、柏原市下水道課な

らびに調査関係者各位に種々な御協力をいただき深 く感謝の意を表

します。

昭和61年 3月

きし

柏原市教育委員会
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1.本書は、柏原市教育委員会が柏原市公共事業 (建設部下水道課担当)に伴なって実施      Ⅲ

した大県 。大県南追跡の事前緊急発掘調査概要である。

2.発掘調査は、柏原市教育委員会社会教育課 北野 重を担当者として、大県84-5次       ・

調査区、昭和60年 1月 9日 から同年 1月 16日 、大県84-6次調査区、昭和60年 1月 17日

から同年 1月 21日 、大県南85-1次調査区、昭和60年 2月 6日 から同年 2月 22日 まで実

施した。

3.調査の実施及び本書の作製にあたっては、多くの方々に参加及び協力を頂いた。ここ

に記して感謝の意を表します。

石田 博    竹下 賢    安村俊史    桑野一幸    田中久雄
石田成年    仲井光代    谷口京子    秋田大介    伊藤泰臣
森田好則    松村富子    藤本直美    中田ゆかり   江波佐知子
坂本道子    乃一敏恵    松村早苗    横関勢津子   吉居豊子

村口ゆき子   飯村邦子    竹下真紀    (順 不同・敬称略 )
4.実測中に表示した方位は磁北、標高はToP.で ある。

5.本書の編集・執筆は耳ヒ野が行なった。

6.本書作製にあたっては写真、実測図などの記録を作製するとともに、カラースライド

を作製した。また、出土した遺物は柏原市教育委員会で保管するとともに柏原市歴史資

料館で展示している。
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第 立早 調査 に至る経過

下水道管渠埋設工事は、大和川以北の地区では、生駒西麓から流れ出る雨水や下水を北側か

ら山ノ井川、谷山渓、宮山渓、岩崎谷等の各水系によってそれぞれの規模の下水管を埋設する

のであって、主に恩智川に流れ込ませようとするものである。

昭和55年度から主要幹線の工事を着手し、本年度でその大部分を終了する事となった。今後

は、各幹線の下水道管に接続する小枝管の下水道管の整備も多くなると予想される。主要幹線

の工事に際して事前に実施した調査は、大県追跡、大県南遺跡、太平寺・安堂遺跡内に含まれ

るもので、各遺跡共に重要な成果を得ている。

生駒山地は、花開岩の軟質な土質である為、古代から土砂の流出が激しく遺跡全体に厚く堆

積している。よって追跡深度が深く3～ 5mに 及ぶ掘削が必要であり、調査に際して多くの障

害が生じた。しかし、調査関係者や地元の各位から多分など理解とご協力をいただいた事から

貴重な資料の収集と遺跡の環境復元に大きな成果を得た。ここに記して謝意を表します。

大県追跡 面積 調 担 当 概

81--8 大県 4丁 目91～ 213 299∬ 82 1 .25-2 ,9 北野 古墳時代から奈良時代に至る遺物包合層を検出する。

82--9 大県 4丁 目 196.2 83 1 .22 花田 6世紀の鍛治関係遺構と遺物を多数検出。

83--1 平野 2丁 目16-8 83.1 .30々ψ3 .5 花田 縄文時代、弥生時代、古墳時代の遺構と違物を検出。

83--2 大県 4丁目 126.0 83 3 .12-5 .12
野
野

北

桑
弥生時代、古墳時代の違構と遺物を検出する。

84--5 平野 2丁 目17先 39,32 84.1 ,9～ 1 16 耳ヒ野 本書 3頁参照。

84--6 平野 2丁 目■先 48.0 84 1 .17-や 1 .21 】ヒ里予 本書■頁参照。

大県南追跡

81--2 太平寺 2丁 目1-2 82 1 .8～ 2 .18 北野 古墳時代から奈良時代に至る遺構と遺物を検出する。

83--1 太平寺 2丁 目2 83.2 ,7～ 3 .5 北野 古墳時代から奈良時代までの違構と遺物を検出する。

83--2 大県 3丁 目510-1 83.3 .31々-4  7 花田 古墳時代から鎌倉時代までの遺構と進物を検出する。

38--6 大県 3丁 目509-1 142.8 84.11.22-85 4.23
野
野
北
桑
古墳時代から奈良時代までの多量の遺物を検出する。

85-― ユ 大県 3丁 目509-1 168 85 2  6～ 2 22 ゴし野 古墳時代の遺構と遺物を検出する。
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安堂追跡

81-6 安堂町964-1 1～ 3 安村 古墳時代から奈良時代までの遺構と遺物を検出する。

表-1 下水道関係主要調査一覧表
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図 -1 調査区位置図
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査調立早第

大県84-5次調査区

・ 調査地区所在地

・ 調査期間

・ 調査面積

柏原市平野 2丁 目12番地

昭和60年 1月 9日 ～ 1月 16日

40,0ゴ

第 1節 調査概要

大県遺跡は、柏原市平野、大県一帯にかけて所在する複合追跡である。生駒山地南端の西麓

部には、東大阪から八尾市にかけて多くの遺跡が南北列に点在しており、当追跡もその続きで

同様の立地条件を持つ追跡であり、当地域周辺で生駒西麓に位置する遺跡――北側から、山ノ

井遺跡、平野遺跡、南側では、大県南追跡、大平寺・安堂追跡等の中では、その基幹となる様

な大追跡である。遺跡の大部分が住宅地である為、これまでの調査も少なく、家屋の建替えや

道路内の埋管工事に際しての発掘調査を数例教える程度である。

今回の調査は、昭和59年 10月 、柏原市建設部下水道課から土木工事等における埋蔵文化財包

蔵地の発掘通知書が提出され、柏原市教育委員会が調査依頼を受けて、昭和59年 12月 13日 試掘

調査を実施した。試掘調査は、人孔部分 3ケ所に試掘 トレンチを入れて行なった。各 トレンチ

とも遺物包合層が確認され、縄文時代から中世に至る遺物が出上した。この結果を踏まえ、再

度協議し、全面調査する事になった。

調査区は、狭い道路 (約1.5m幅)であり、安全上及び周辺住民の利用度が高い事から1日 に

出来る範囲の調査を実施し、その日の内に掘削、調査、埋戻しを行なわねばならなかった。

よって、調査は、幅0.9m、 長さ2～ 3mの トレンチを20ケ所近くあけた。この事から遺構に

ついて検証も明確に出来ず主に追物の採集とトレンチ断面の観察を主眼とした。

縄文時代早期の土器 (押型文土器)は、昭和57年度大県82-4調査において出土し、大県遺

跡では2例 目を数える。当調査区とは約100m程離れている。

植田

0

図-2 調査区位置図

-3-



第 2節 調査

調査は、南耳ヒ方向に伸びた道路の中央部を約90cm幅 の トレンチを全区間掘削した。ゴヒ側から

A～ E区に地区設定した。

A区では、最上層は、道路面から旧表土まで約20cmの アスファルトと敷砂利がある。 E区ま

でほぼ同一厚さを測る。その下層に茶褐色粘質土が約25clnの 厚さで続いている。この上層から

須恵器と土師器が出上した。この上層掘削後に遺構状の落ち込みを検出した。南耳と80cm、 深さ

15cm、 埋土上層は、茶灰色粘質土、下層は、赤茶褐色を呈した焼土と炭層である。埋土中須恵

器と製塩土器が出土した。

A区

⑥

表土        ⑤ 茶灰色格質土
茶褐色枯質土    ⑥ 黄茶褐色砂質土
茶灰色粘質土    ⑦ 黒茶褐色粘質土
赤茶褐色粘土焼土

図-3 トレンチ断面図

①

②

③

④
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その下層は、茶灰色粘質上である。古墳時代から弥生時代の追物包含層である。最下層は、

黄茶褐色砂質土である。約40～ 50cmを 測る。埋土中、サヌカイ ト石器と縄文時代早期の押型支

土器が出上した。 B区では、茶褐色粘質土が中程で自然消滅 している。恐らく道路の造成時に

削平したのだろう。下層は、茶褐色粘質土で、古墳時代から弥生時代の包含層である。最下層

は、黄茶褐色砂質土である。サヌカイト石器が出土 した。 C.D.E区 も同様の層序である。

C区の茶灰色粘質土、 D区の黒茶褐色粘質土は弥生時代の遺物包含層である。何らかの遺構と

なる可能性があるが、明確に出来ない。 E区上層の攪乱土から縄文時代早期押型文土器が出土

した。

第 3節 遺  物

出土遺物は、縄文土器、弥生土器、須恵器、土師器がコンテナバット6箱出土した。各時代

ごとに略述 したい。

縄文土器

縄文土器は、合計23点出土 し、図示したのは 8点である。時期はすべて早期 (1～ 8)の も

のである。 1は 、口縁部を持つ破片で、外面に長惰円形押型文を横位に施こし、口縁部から3

条以上を数え、模様の大きさは、出土遺物中最も大きく、長さ1.1～ 1.2cm、 幅0.4～ 0.5cmを 測

る。口縁端部は面をもって終る。胎土は、金雲母と角閃石が多く、石英、長石等含む。色調は、

暗茶褐色である。河内産。 2は、口縁端部を持つもので、外面に横位の惰円形押型文があり、

口縁端部に刻目を施こす。模様の大きさは、長さ0.6～ 0,7cm、 幅0,3cmと 割合小さく、押圧も少

なく浅い。色調と胎土は 1と 同様である。 3は、日縁部を持つ破片で、日縁部からやや間を空

けて 3条 3単位の斜縦位の惰円形押型文を施こす。口縁端部は九く、刻目がある。模様の大き

さは、0.7～ 0。 8cm、 幅0.4～ 0.5cmで ある。胎土は、金雲母、角閃石、石英、長石を含む。色調

は、やや明るい茶褐色である。口縁部を持つものはこの 3点だけである。

4～ 8は、押型文土器の体部の破片である。模様の大きさは、0.6～ 1.2cm、 幅0.3～ 0.4cmと

各種のものがある。原体の復元しうるものは少ない。器形は、恐らく円錐形の深鉢となると思

われ、模様の方向が横位及び縦位の 2通 りがある。 5の模様は、大きさや構成にばらつきがみ

られ、回転による沈文とはみられない。 8は、底部に近い破片である。体部に面があり、稜も明

瞭である。恐らく回転による施文の折にできた稜と思われる。胎土は、それぞれ若千違 うが、

金雲母と角閃石を含む河内産のものである。

石器

種類は、石鏃、細石刃、景」片、敲石等がある。材質は、サヌカイトと珪岩、和泉砂岩である。

9は、凹形無茎石鏃である。早期の土器と同一土層から出土した。重量は、約0,19で ある。色

調は、淡青灰色を呈する。10は 、柳葉形凹形無茎石鏃である。重量は、0.29である。10の鏃は、

-5-
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早期の土器より上層の包合層より出土した。この他で早期の土器と同一層から出土したものは、

11～ 14、 16～ 19、 26～ 29、 31である。若干出土地点が異なるが、同一土層と考えられるのは、

15、 20、 21、 23、 25、 34、 35である。15は、珪岩で白色である。35は、敲石である。

弥生土器

弥生土器は、主に中期に属する土器が出土した。36～ 38は、壷の日縁部である。37は、日縁

部外面に波状文、国縁部内面に列点文と頸部に簾状文を施こす。38は、段状に突出させた日縁

部を持つ無頸重である。凹線文は 2本である。内外面の調整は、ヘラミガキによる。40の甕は

41と 同一個体かもしれない。42は、高杯の脚部である。脚部外面に横列 5段の竹管文と外上方

に屈曲した脚部端面に刻目文を施こす。胎土は、金雲母、角閃石を含む精良な粘土で、赤茶褐

色を呈する。模様は、装飾に富み非常に丁寧なつくりである。43は、水平にひろげた口縁部に

端部を下方に屈曲させた高杯で、外縁に一条の凹線文と上面に連続した三角形の直線文が施こ

されている。時期は、40はやや古く第 2様式で、他のものは第 3様式に属する。

須恵器

種類は、杯蓋身、壷、高杯、鉢、甕がある。44は、 6世糸己後半、他のものは、 7世紀前半。

上師器

種類はヽ杯、鉢、重、甕、鍋がある。時期は、須恵器とほぼ同一である。

図-6
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図-7 出土遺物

第 4節  ま と め

今回の調査によって、縄文時代から奈良時代までの追物が出土したと狭いトレンチである為

遺構は検出されなかったが、貴重な資料を得た。

縄文時代早期の押型文土器と石器の出土は、大県遺跡の縄文時代の空白を前期だけとした。

縄文時代の集落の拡がりは、まだ明らかに出来ないが、東西300m、 南耳ヒ200m以上の範囲に及

ぶことが予想され、今後、調査の増加によりさらに多くの遺物が出土すると思われる。

遺跡の立地は、大阪府と奈良県との境に連なる生駒山地の西麓部にあたり、谷川渓から拡が

る扇状地上の標高15mか ら20mま での中位段丘上に位置する。現状は、住宅地が密集している。
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大阪府下において押型文土器が出土した遺跡は 9ケ所である。その中でも生駒山地西麓に特に

集中しており、大県追跡はその最南端に位置する。押型文土器が出土した位置は、大県遺跡の

北部域の立地的に最も安定した場所である。遺物包合層は、地表下50～ 200cm下層にあり、花

闇岩のばい乱土が厚く堆積し、こぶし大から大きいものは径 lmを 越える花闘岩類を多く合み

極めて良好な遺存状態を呈する。このような環境は、巨岩の片隅や山間に近い場所を好み符猟

や採集生活を営んでいた当時の生活を十分伺えるものがある。

押型文土器と共に出土した石器は、石鏃やナイフ型石器、剖片石器の製品の他に石器製作が

当地で行なわれていた事を示す多くの剖片もある。この事は、一時期のキャンプ地でなくかな

り永続的な集落の可能性が想定される。

縄文時代早期の土器は、細片が多く全形を知り得るものがないが、若千の補足的な説明を加

えておきたい。器形は、日縁部や体部の湾曲から逆三角錐を呈する深鉢形の尖底を成すと考え

られる。器壁は、0。 4～ 0.6cmと 薄手であり器高もさほど高くならない。色調は、全部が茶褐色

系統のものが占め、茶灰色を呈するものは器壁が厚く、茶褐色を呈するものの方が薄い傾向が

ある。両者共に当地域産であるが焼成による違いではなく胎土の素性が異なる。よくみると、胎

土中の雲母や角閃石の量や大きさが微妙な違いをみせる。粘上の精良なものは薄く、荒いもの

はぶあつい。器壁の厚い土器 (器高も大きくなる)を作る為には胎土の選択が必要であったと

考えられる。

日縁部の形態は、平縁のものと九く終るもの、また、日縁端部に刻目を入れるものがある。

模様は、ごく細片を除くとほとんどのものがネガチイブな惰円形沈文がみられ、器面に対して

凹型である。その構成要素は8種類以上を数える。同一個体に同一原体の施文と云 う事が云え

ないが、要素的には 8個体はあるかもしれない。施文方法は、回転押圧によると考えられるが、

その施文原体を復元した場合、棒軸に縦長あるいは横長に刻む 2種類が認められる。縦刻原体

のものは棒軸に対して垂直ではなく左右どちらかに斜傾している。日縁部直下の施文も横及び

縦刻のものがある。復元しえる原体の内明確なものは、 3条 3単位のものが確認される。 3は、

原外の棒軸が、長さ2.3cln、 直径0.57cmを 測るものであろう。 5は、刺突沈文と考えられる。

弥生時代の遺物は、主に中期のものが多い。模様を持つ土器も多く、波状文、簾状文、櫛目

文、竹管文、直線文がある。当遺跡の上方にある高尾山追跡は、高地性集落として、また、多

紐細文鏡の出土地として有名であるが、43の高杯口縁部に施こされた鋸歯文は、多紐細文鏡の

模様の系譜を引くものとして興味深い。

古墳時代の遺物は、細片であるが最も量的に多く、 6～ 7世糸己の時期が主流である。一部 5

世紀まで遡りうる追物も出土している。しかし、大県遺跡から多量に出土する鍛 台関係遺物が

当地点周辺から出土せず、鍛治関係専門集団の居住地が当地以南である事が考えられる。

注1 下村暗文 東大阪市文化財糸己要1 44並遺跡出上の押型文土器
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大県84-6次調査区

・ 調査地区所在地

・ 調査期間

・調査面積

柏原市平野 2丁 目11-28

昭和 60年 1月 17日 ～ 1月 21日

48.0∬

第 1節 調査概要

大県遺跡は、柏原市平野、大県にかけて所在する遺跡である。立地は、生駒山地西麓の緩斜

面地から、恩智川までの狭小な範囲に所在する。この生駒山地西麓には多くの追跡が見られ、

南北方向に点在している。同様の立地ではあるが、北側程、標高の高い山が多くその山麓は広

く伸びている。南側はその反対に、割合低い山が多く緩斜面の生活空間となる面積が狭い。こ

の事は、集落が南北方向に伸びざるを得ない事を示し、山ノ井追跡、平野遺跡、大県追跡、大

県南遺跡、大平寺遺跡、安堂追跡とそれぞれの遺跡間の空間が見られない程密集している。

遺跡の性格は、縄文時代から弥生時代、古墳時代、奈良時代、中世と続く大複合遺跡である。

最近の調査では、縄文時代に先立つ石器も出土してぃる。

当調査は、昭和59年 11月 9日 、柏原市建設部下水道課から下水道管埋設のための土木工事等

における埋蔵文化財包蔵地の発掘通知書が提出され、柏原市教育委員会が調査依頼を受けて昭

和59年 12月 14日 試掘調査を実施 した。試掘調査は、人孔部分 5ケ所に試掘 トレンチを設定した。

それぞれ1.2× 0,7mの範囲で、地表下20～ 90cmま で掘肖Uした。耳ヒ側 トレンチは割合浅 く南側に

なるに従い良好な遺物包合層を確認した。この結果により全面調査を実施する事にした。

調査区は、狭い道路 (幅 1.5m)の中央部の下水道管を埋設予定部分に幅0。 9mの細長いトレン

チである。この道路は、生活道路である為、 1日 に掘削、調査、埋戻しが出来る範囲で実施せ

ねばならなかった。よって、長さ2～ 3mの トレンチを20数ケ所設定した。

当調査区周辺の追跡の状況はほとんどわからずであったが、第 1の 目的とした縄文時代の遺

図-8 調査区位置図

Ｌ

ィ
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A区 27.llm

1.コ ンクリー ト
2 攪乱
3 茶灰色粘質土

5 茶灰色砂質土
6 茶褐色砂質土

8 青灰色砂質土
9.黄茶灰色砂礫土

5ユ

Ю.黄茶灰色砂礫土

図-9 トレンチ断面図
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第 2節 調  査

調査は、ほぼ南北方向の狭い道路中央部に、 6区 に分けて実施した。北側からA～ F区まで

とし、各区約10mの 長さである。道路上層は、コンクリート、アスファルト、砂利の道路敷で

あり、その下層の砂利や旧表土を全部含めて表土として説明を加える。

A区は、表土が約20clnあ り、その下層には40～ 50cmの茶灰色粘質土がある。遺物はほとんど

含まない。地山は、花闘岩の岩盤である。B区は、上層が20cmを 測り、A区 と同様に茶灰色粘

質土が50cm位の厚さで続き、その下層に暗茶灰色砂質土と茶灰色砂質土がある。出土遺物は、

前者からサヌカイト剰片が少量出土しただけである。

C区は、表上下に茶褐色粘質土があり、陶磁器、土師器等が少量出土した。その下層は茶灰

色砂質土で、約40cmの厚さを測る。出土遺物は、サヌカイト景J片が出土した。やや風化の進ん

だ乳白色を呈するものと黒灰色のものがある。縄文時代と弥生時代のものであろう。D区は、

図-10 出土違物
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表上下に茶褐色粘質土が40～ 70cm見 られる。やや南側寄りに長さ5m位の幅の落ち込みがあり、

埋土は、暗茶褐色砂質土で、深さ40cmを測る。サヌカイト剣片が少量出土した。風化が進んで

おり縄文時代のものであろう。

E区は、表土下に茶褐色粘質土があり、土師器、須恵器、陶磁器類が出土した。時期は、古

墳時代後期のものと中世のものがある。その下層に暗茶褐色砂質上がほぼ水平方向に堆積する。

この土層から縄文時代中期から後期に属する土器が出土した。F区では、E区 と同様の層序を

呈する。南側では、大きく土層の乱れが生じる。この乱れの時期は、調査面積が狭小な為明確

に出来ないが、中世以降と考えられる。

第 3節 遺  物

出土遺物は、縄文土器、土師器、須恵器、陶磁器、瓦、サヌカイト石器等が出土した。縄文

土器を合めそれぞれ細片であり、図化しえるものがあまり出土しなかった。今回の報告では、

縄文時代の上器だけを報告したい。

1は、深鉢口縁部の破片である。わずかに外反し、日縁端部はやや丸く終わる。口縁部外面

に惰円形押型文が口縁端部付近とその下方に2種類施文されている。口縁部に近い惰円形押型

文の長径は口縁とほぼ平行して横位に、下方の惰円形押型文の長径は縦列に並列する。口縁端

部からl cm下 に径 l cm前後の竹管文がみられる。口縁全体を巡るものと考えられる。内面は平

滑に仕上げられている。色調は、外面は茶灰色で内面は黄灰色を呈する。胎土は、やや砂粒が

多く他地域からの搬入品であろう。炭化した繊維痕がみられる。縄文時代早期押型文土器。

2は、内湾しながらほぼ直立気味に立つ深鉢の口縁部である。口縁部は水平面端部を持ち終

わる。水平端面と外面に縄文が施こされている。外面は縄文を施こしたところと無文のところ

があり、その境にやや太い沈線をめぐらす。国縁は波状口縁を呈すると思われる。色調は灰褐

色を呈する。胎土は、石英、長石、角閃石を含む。河内系の土器である。

3は、粗製土器の日縁部である。口縁は外傾し内湾気味、端部は内側へ折り込み断面長方形

に造る。また、その折り込み端部は強くヨコナデして粘土継目を消している。色調は、黒茶褐

色。胎土は、金雲母、角閃石を含み l nlm位の砂粒を多く合む。焼成は良好堅緻である。

4は、わずかに肥厚した口縁部の破片である。日縁部上面と外面には模様はみられない。色

調は、灰黄色を呈するが、胎土は生駒西麓産の粘土である。

5は、日縁内側に内傾する平面を持つ口縁部の破片である。この内傾する平面と外面に斜方

向の縄文が施こされている。全体に摩耗しているが、外面の縄文が部分的にすり消された部分

がみられる。色調は、灰黄色、胎土は、金雲母、石英、角閃石を含む。時期は前期に属すると

思われる。

6、 7は、縦方向に 4、 2本の平行沈線を描き、その中央部の空間にS字状沈線を描き、そ
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の両端の空間に縄文を施こす。さらに両端は無文帯である。色調は、黒茶褐色。胎土は、金雲

母、石英、角閃石を合み砂粒が非常に多い。

9は、波状口縁の項部にあたる。日縁部はわずかに内湾して立ち上がり、端部は肥厚する。

口縁外面には直線と曲線を組込んだ沈線模様が施こされ、縄文帯と無文帯を区画している。色

調は、茶褐色を呈し、胎土は、金雲母、角閃石を含み砂粒がやや多い。

10は、J字文を持つ体部の破片である。無文帯は、幅の狭い (2～ 3 mm)ヘ ラによる磨きを

施こし、縄文を消している。 9と 同様の胎土である。

11は、波状口縁の項部である。口縁部は、タト反した後強く内側に折り曲げる。端項部は乳頭

形につまみ出し、沈線と縄文と連続竹管文を施こす。体部は、やや深い沈線を施こし、全体に

磨消縄文痕がみられる。色調は、茶褐色を呈し、当地域産である。

12は、波状口縁の深鉢で、日縁部は、外反後わずかに内湾し、端部は肥厚しない。体部外面

にやや浅 く幅の狭い沈線が施こされ、口縁端部上面と沈線に区画された部分に縄文が施こされ

ている。当地域産の胎土である。

13は、体部外面に密な沈線を施こし、無文帯と縄文帯を持つ。色調は、茶褐色で、胎土は当

地域産である。

14は、深鉢底部である。底部は、使用時の傷痕が顕著にのこる。胎土は、当地域産である。

第 4節  ま と め

今回の調査において、遺構が検出されなかったが、多くの貴重な遺物が出土した。縄文時代

の遺物包合層は、現地表下50～ 60cm下層より検出した。これまでの調査例からみれば浅く、当

調査区周辺は、最も安定した丘陵上である事がわかる。扇状地の中央部からやや南西部に傾い

た緩斜面地である。縄文時代以降の時代を追ってもあまり変化していない事がわかる。縄文土

器は、早期から後期に属するもので、大変遺存状態がよく、また、風化の進んだサヌカイト剣

片も各区から出土しており、ある程度の面積を有する発掘調査を実施すれば、極めて良好な遺

構や遺物が検出される可能性が高い。弥生時代の上器は出土しなかったが、風化の度合いから

同時期のサヌカイト剥片と思われるものが出土しており、その存在は十分観知される。古墳時

代以降については、若千の須恵器や土師器が出土した。図化しえるものが少なかったが、 7、

8世糸己代のものであろう。陶磁器や瓦は、中世頃のものである。調査区F区で確認した落ち込

みは、この時期のものと考えられる。その性格については明らかにする事が出来ない。今後の

調査を待ちたい。
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大県南85-1次調査区

・ 調査地区所在地

・ 調査期間

・ 調査面積

柏原市大県 3丁 目

昭不日60年 2月 6日 ～ 2月 22日

168∬

第 1節 調査概要

柏原市建設部下水道課が、岩崎谷線の水路改修工事を計画し、恩智川から旧国道170号線東

側の貯水池までの約160mを 3ケ 年計画によって実施する事になった。当地は、大県南遺跡の

東端に合まれる事から、同課より土木工事等における埋蔵文化財包蔵地の発掘通知書が提出さ

れ、柏原市教育委員会が調査依頼を受けて実施 したものである。今年度の調査は、その最終年

度にあたる。

発掘調査は、旧国道170号線の道路内の調査である事から幾 多の制約のもとに実施 した。道

路内の予定地に鋼矢板を打ち込み、復興板を被せての調査である。岩崎谷の谷筋部にあたり、

常時流れる水の処置について、貯水池から直接ポンプアップして排水する事にしたが、元来多

湿性の土壌であるから流れ込み以外の排水の問題が大きかった。道路内での作業である為交通

の往来の安全対策や朝夕のラッシュにおける時間制約による問題、大小を問わず塵、排気ガス

等の落下物の問題、調査によって生じた排土の問題、照明の問題、調査深度、調査期間等々で

ある。これらは関係各位の努力によって解決 した。

第 2節 調  査

調査は、耳[側からA、 B、 Cの 3区分し、以下に報告する遺構と遺物を検出した。 A区は、

貯水池から旧国道170号 線までの約13m、 B区は、旧国道内約30m、 C区 は、旧国道から西ヘ

約13mの 区間である。

′
′

区

図-12 調査区周辺図
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エ

―

図-13 遺構図概要

A区

A区は、貯水池から旧国道170線 までの約13mの区間である。 しかし、東側から6mま では

貯水池建設の折の攪乱によってほとんど削平されていた。

西半部分において 4ケの炉が検出

された。それぞれ形態や規模が相違

する。各遺構ごとに説明を加えたい。

炉-l A区 中央部で検出した規

模が明確でない炉である。南北×東

西各 lm位の円形状の底部だけが追

存 していた。上層部分は不明である。

底部は、ほぼ平坦であるが、小さな

凹凸が激 しい。高温によって硬化し

た焼土壁と多量の炭が堆積 して黒茶

褐色を呈する。底部は壁土を貼 り付

けたものではなく、緑灰色粘土上に

1.黒灰色格質土
2.黒茶褐色焼土
3.薄茶青灰色粘質土
4.緑灰色粘土
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ある薄茶青灰色粘質上が熱影響を受けたと考えられる。この周辺にも炭が散布しており、薄茶

青灰色粘質土にも炭の混入がみられた。焼土及び炭層中には多くの遺物が混入していた。遺物

は、土師器、須恵器、製塩土器、鉄津等が出土した。この他にも焼成を受けた偏平な板石があ

る。炉-4に も同様の板石が多く出土している。安山岩か玄武岩であろう。詳細は専門家の鑑

定を待ちたい。

炉-2 炉-1の北西部約 2mを 隔てて位置する半地下式の焼土拡である。規模は、東西幅

0,94m、 南耳ヒ幅1.5m、 深さ0,15mを 呈し、形状は、北半部が隅九方形、南半部は円形である。

】ヒ半部は焼成を受け、南半部は焼成を受けず単なる落ち込みである。この落ち込みは、64× 60

cmの大きさで、深さ25cmの平底状である。丁度人間 1人が入り込む広さである。埋土は、淡褐

色砂土で、底部及び北側斜面部に2～ 5 cm厚 さの炭層がみられた。焚口部である。

炉内は、東西と北側の壁が垂直に近い角度で立ち上がり、厚さ3 cm位のスサ入り粘土を張り

付けて壁としている。埋土は、灰褐色粘土 (少 し炭を合む)と 炭層がある。灰褐色粘土は、上

層で約 8 cm以上である。下層は、 2～ 3 cmの 炭層である。炭は、よく炭化し細粒になっており、

良好に焼成され炭塊はほとんど含まない状態である。しかし、灰にまでは至っていない。炉の

底部も焼成を受け茶褐色土に堅く変色している。

出土追物は、炭層の上面に

須恵器の甕が押 し壊された状

態で出土した。主に上半部が

追存し、下半部はなかった。

炉の廃棄時に何らかの意味を

持って入れられたものと考え

られる。他の遺物は 1点もな

い。この形式の炉は、大県84

-1次調査区の鍛治炉-1と

形態、規模共によく似ており、

周辺から鍛冶に関わる鉄淳が

出土している事から、鍛始炉

の可能性が強い。大澤正己氏

にこのような形態の炉が、中

世の時期の西日本に分布して

いる事をお聞きした。この炉

との関連については、時期が

隔たりがあり過ぎ不明である。
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炉-3 炉-1の 西側で

炉-2の南側に隣接 した炉

である。平面形態は、惰円

形を呈 し、断面は、上半部

が人の字状に拡がり、下半

部は垂直に近 く落ち込んで

いる。 規模は、東西約3,0

m、 南北1.7m、 深さ1.lm

を測る。埋土は、上層から

次の通りである。 1層 は、

青灰褐色粘質土、 2層 は、

青灰色粘質土でわずかに炭

を合む。 3層 は、青灰褐色

粘質土で炭や灰を非常に多

く含んでいる。 4層 は、黒

色炭層である。 5層 は 3層

と同じである。底部は、平

底に近くわずかに中央部が

凹んでいる。底部や側壁は

全部黒茶褐色焼土で強く焼

成を受けている。この焼壁

にはスサの混入がなく、地

山を掘削後そのまま炉とし

て使用したものであろう。

出土遺物は、各層とも多

くの遺物を合んでいた。須

恵器、土師器、製塩土器、

炭、焼土等である。遺物は

糸田片が多い。

1.青灰褐8粘質土
2 青灰色粘質上
3.青灰褐色粘質土
4.黒色炭層
5 青灰桐虐粘質土
6.黒茶褐色焼土

1.薄茶灰色粘質土
2.灰茶色砂土
3.茶灰色粘質土
4.灰黒色灰層
5 黒色炭層
6.灰黒色描土

図-16 炉 -3、 4

炉-4 炉-3の西側に在り、N-45°一Eに 長惰円の主軸を持つ地下式の大型焼土拡であ

る。長径5,Om、 短径2.8m、 深さ0.8mを 測る。埋土は、上層より、 1層薄茶灰色粘質土、 2層

は、灰茶色砂土。 3層 は、茶灰色粘質土、 4層は、灰黒色灰層、 5層 は、黒色炭層、 6層 は、

灰黒色粘上である。底部から肩部にかけては、黒茶褐色焼土で、炉-3と 同様の焼壁である。
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埋土中、須恵器、土師器、製塩土器、炭、焼土等が出土した。また、炉-1で出土したような

偏平な焼けた石魂も出土した。

B区

A区の西側の旧国道170号線の道路内にあたる。 ほぼ南耳ヒ方向に約25mを 測り、 5mご とに

1～ 5区 に分けた。上層は、道路内埋管等によって攪乱されており、遺物包合層が厚く堆積し

ている部分も存在したが、遺物採集程度にとどめた。下層については、人力掘削により調査を

実施した。

B-1区は、炉-4の西側から平坦な面となり、遺構は検出されなかったが、割合薄い土層

が何層にも水平堆積して版築状を成す追物包合層を検出した。これまでの調査例から、旧国道

170号は、東高野街道と重なっており、道路下層に古代の道路敷と思われる土層を検出してい

る。これらと同様に道路敷の可能性が強い。地山直上の上層は、自然堆積の遺物包合層である

が、その上層は 2～ 5 cm厚 さの人工的な堆積状況を呈し、堅固である。B-2区の手前でほぼ

消滅している。調査区がやや西寄りであるので道路敷がほぼ南北に伸びB-2区で検出されな

かったかもしれない。道路敷の土層から須恵器と土師器が出土した。それぞれ 3～ 5 cmに満た

ない小破片である。時期は明確に出来ないが、この下層から布留式土器が出土している。

B-2区は、約20cmの黒灰色粘土が堆積していた。遺構と遺物は検出されなかった。

B-3～ 5区は、まとめて記述したい。

溝-1 3区 西端からN-30° 一Eの傾きにほぼ真直ぐ伸びた小濤である。北側で自然消滅

している。南北3.5m以上、幅40cm、 深さ10cmで ある。埋土は、薄茶青灰色シルト層である。

遺物は、出土しなかった。

溝-2 3～ 4区にかけて、半円形を呈する大濤である。濤幅は、 1～ 1.5mを 測り、濤の

外側までの径は、約 9mである。断面は、円弧状を呈し、中央部が一番深い。埋土は、薄茶灰

色シルトと青灰色粘質土がある。深さは、20cm未満である。遺物は、植物遺体以外何も出土し

なかった。

上拡-1 濤-2の 南東端に検出した土城で、南北1.8m、 東西1,Om以上、深さ60cmを 測る。

断面逆台形である。埋土は、青灰色粘土に黒灰色粘上の塊が班点状に混入している。

土拡-2 濤-2の東側肩部付近に検出した円形土拡である。径40～ 50cm、 深さ27cmを 測る。

埋土は、暗青灰色砂礫土で、出土遺物は、須恵器、土師器がある。

土拡-3 濤-2南側肩部に接して検出した円形土拡である。南北25cm、 東西40cm、 深さ10

cmを測る。埋土は、暗青灰色粘土で、炭と焼土をわずかに合む。

上拡-4 4区 南側から検出した焼土拡である。南北40cm、 東西45cm、 深さ7 cmを測る。西

南端に多量の焼土が押しつぶされた状態で出土した。焼土は、黒茶褐色粘土である。他の埋土

は、暗青灰色粘土で炭をわずかに含んでいる。
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土拡-5 土拡-4の西側に検出した隅丸方形の焼土拡である。南耳ヒ及び東西長が約30cln、

深さ10cm弱 を測る。埋土は、暗青灰色粘上で多くの炭を含んでいる。遺物は、須恵器、土師器

獣骨等が少量出土した。土拡-4、 5と もに底部と側壁は焼成を受けた状態はみられない。

C区

C区は、旧国道170号線より西側部分で、既設の下水道管の為にほとんど削平されていた。

一部検証 したが、全部地山で何ら違構は検出されなかった。

ヽ

もの
下層遺構図

図-17 B区遺構図
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第 3節 遺  物
A～ C区において、遺構及び遺物包含層から多量の遺物が出土した。コンテナ箱10箱出土し

た。須恵器、土師器が大部分であるが、製塩土器、鉄滓、輔羽口、瓦、獣骨等も少量ながら出

土した。前者は、遺構と遺物包合層に分け、後者は、各項目別に記述していきたい。

炉-1出土追物 (図 -26、 1～ 10)

須恵器は、杯蓋身、重、甕がある。 1～ 3は、杯蓋である。天丼部と口縁部の間の稜は全く

見られず、日縁端部は丸く仕上げられている。杯身は、たちあがりが短く内傾するものと口縁

端部がわずかに段を有するものがある。後者の形態は 1点だけで、前者が大半を占める。 7は、

提瓶の肩部である。肩部の把手は、退化が進みわずかにカギ形の突起になっている。体部には

カキロ調整が施こしてある。甕は、日縁端部が外反し、外側に 1条の凸線が巡るものと外反後

わずかな段を持ち垂直にたちあがるものがある。土師器は、口縁部がゆるくくの字形に短く折

れ曲がる形態のもので、体部外面と口縁部内面にハケロ調整を施こした重がある。須恵器の杯

は、 6世糸己後半頃のものであるが、甕はそれよりやや古相である。

炉-2出土遺物 (図 -27、 11)

炉底全体に同一甕の上半部分が割って拡げた状態で出土した。甕は、口径42.6clnを 測る大型

1  2  3

0                                        20cm

図-18 炉-1出 土遺物
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の甕である。日頸部からゆるやかに

外反した後、上端近くでさらに強く

外側に屈曲する。日縁端部は逆コの

字状を呈し、一条の凸線が巡る。

頸部と体部の外面は、平行タタキ

後回転ナデを施こす。頸部と体部の ′′
′

接合部分は、内外面共にヘラ削りを

横又は斜方向に行なっている。内面
図-19 炉-2出 土遺物

は、きれいにナデ調整している。この甕は、最古式に当る須恵器である。炉-2の廃絶時期を

示すものでないが、ある程度の使用期間を考えれば充当するだろう。

炉-3出土遺物 (図 -28、 12～ 16)

須恵器は、杯と甕がある。杯蓋は、天丼部はやや平担面を持ち、日縁部との境に明瞭な稜を

持つ。日縁端部は、内傾するわずかな段を持つ。同形態の杯身も小破片ながら出土している。

甕は、口頸部がゆるやかに外反し、口縁端部が垂直に立ちあがる。日縁外面に割合大きな凸線

が巡る。体部外面に平行タタキを施こし、内面に同心円文タタキを施こした後にナデ消しによ

って平滑に仕上げている。

土師器は、杯と甕がある。杯は、体部が偏平な半円に近く口縁端部が短く外反する形態のも

のである。日縁端部断面は、逆コの字状を呈する。底部外面にヘラ削りを施こしたもの (14)と 施

こさないもの (15)が ある。甕は、日径は不明な小破片である。口縁端部は、面どりをしてい

る。内外面の調整は、ハケロ調整を密に施こす。色調は、茶灰色を呈し、胎土は、金雲母、石

英、長石の微砂粒が少量含まれる。この他にも、重や高杯等がある。口縁部が欠損しているが、

厚い体部を持ち、内面に粘土継目が明瞭に遺存する小形壷の破片もある。

0                                        20cm

図-20 炉-3出土遺物
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炉-4出土遺物 (図 -29、 30、 17～ 50)

須恵器は、杯、高杯、器台等があり、杯がその内一番多い。杯蓋は、17と 18のようにやや口

径が小さいものと、19～ 21の大きいものがある。全体に天丼部が半円形に九いものが多い。稜

は、明瞭に付くがわずかながら短く鋭さも失われつつある。日縁端部は、内傾する平面のある

もの、段又は凹線を施こすものがある。前者は少なく、後者が大半を占める。杯身は、受部が

大きいものからやや小さくなったものがある。後者のものは口径が小さく、口縁端部が凹線又

は内傾する段を持つものが多い。色調は、灰色及び青色を帯びたものが多い。胎土は、精良な

ものが多いが口径が小さく雑な仕上げのもの (21、 26)は やや砂粒が多い。

32と 33は、底部にヘラ記号を持つ例である。32は、底部中央部に一 ?と 受部近くに平行な四

本線を入れている。33は、底部中央にV字状のヘラ記号がみられる。どちらも焼成前の施文で

ある。

34は、器台の脚部である。脚部はハの字形に外反した後端部付近で内方へ屈曲させている。

スカシ窓は、三角形である。全面に波状文帯を付し、脚端部外面にもみられる。

35は 、高杯脚部である。短脚でハの字形に外反し、端部は丸く仕上げている。36は、壺の日

縁部である。外反する口縁が2段になり、その外面に波状文を施こす。

土師器は、杯、高杯、重、鉢、甕等がある。杯は、ほぼ同形態のものである。半円形の底部

に日縁部付近でくの字形に短く外反する。日径12.1～ 13.2cm、 器高4.4～ 5.6cmと 均一性の高い

ものである。この他にも細片であるが多数出上している。色調は、明茶褐色と灰褐色のものが

ある。いずれも金雲母とくさり礫を合み砂粒が少なく精良な粘土を使用している。調整は、底

部外面をヘラ削りするのが主流であるが、ナデ調整だけのものがある。これは、ヘラ削り後に

きれいなナデを施こしたものかもしれない。高杯は、杯と同様に半円形の杯部を持ち、日縁端

部で外反し、さらに内側に肥厚している。色調は、灰茶色を呈し、胎土に金雲母を含まない。

外面は、ハケロ調整で内面は板ナデ調整である。

重は、球形に近い体部とやや外反する短い口縁部を持つもので、二次焼成を受け、赤褐色又

は黄灰色に変色している。その為か表面剖離を呈する。内面はヘラ削りを施こし、外面はハケ

目調整である。体部の最大腹径付近で内外面の調整方向が転換している。

44、 45、 49、 50は 、鉢である。平底状の底部に偏平な体部を持つ。日縁部は、内湾した体部

からくの字形に大きく外反する。日縁端部は、44の ように丸く終るものと端部外面を平坦に成

すもの、一条の沈線を巡すものがある。内外面ハケロ調整である。色調は、茶灰色を呈する。

胎土は、杯や壷と同じである。

46～48は、甕である。肩の張らない体部に鉢と同様の口縁部を持つ。口縁端部も同様に平坦

な面と一条の沈線が巡る。色調と胎土は、鉢と同じである。内外面ともハケロ調整である。内

面上半のハケロ方向は、横方向であり、部分的なナデ消しがみられる。
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図-21 炉-4出 土遺物
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図-22 炉-4出土遺物
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遺物包含層出土遺物 (図 -32、 51～ 71)

須恵器は、杯、高杯、壺、甕、器台等がある。杯蓋は、天丼部と口縁部の境の稜はみられず

口縁端部も九く終るものが主流を占める。擬宝珠つまみが付く形態のものは 1点 も出上しなか

った。古相を示すものは、炉-3、 4出土と同類である。52は、高杯の蓋である。杯身は、蓋

と同様の時期のものが主流を占める。たちあがりが短 く偏平なものが多い。口径は、10～ 14cm

まで測る。53は 、たちあがりが消滅 し、蓋と同形態であるが、底部が雑な仕上げでありよく摩

耗している事から杯身となると考えられる。56と 57は、底部外面にヘラ記号を持つ ものである。

高杯は、短脚のもの 2点を図示 したが、長脚 2段 となる形態のものも多く見られる。

小型の重が 2点ある。円形に近い体部に直立する国縁部を持ち、その口縁端部が内傾する平

面を持つものとやや器壁が厚 く水平方向に広く平面を持つものがある。

甕は、口径が小さく口縁端部に 2本の凸線が付 くものである。出土遺物の中では器形が大き

い為か破片量は一番多い。中型重の底部で、小さな高台が付 くものと平底となるものがある。器

台は、口縁端部が水平方向に伸びるものと外反した後上方へ屈曲し外面に一条の凸帯が付 く。

66の外面は、明瞭な段を持ち、段 と段の間に波状文帯が付 く。65の体部には、明瞭な段はみら

れず退化して沈線状を呈する。65の 方が後出的である。

土師器は、杯、高杯等がある。杯は、炉-3、 4出土の杯と同類のものと器高が低 く内面に

暗文が施こされているものがある。69の高杯は、内面に放射状暗文を持ち、杯部底 にやや形骸

化した段を有するものである。その他の器種として、各遺構出土遺物の壷や甕、鉢の他に、甑

や土釜や移動式かまど等がある。71は、この体部の破片である。内外面はハケロ調整が施こさ

れたもので、内面に青灰色を呈する溶着金属の付着がみられる。他の部分も熱影響 を受け変色

している。70は 、弥生第 5様式の壷の底部である。色調は、赤茶褐色を呈 し、胎土に金雲母と

角閃石を合んでいる。

製塩土器 (図 -33、 34、 72～ 108)

製塩土器は、炉 1、 3、 4の遺構内から多数出土した。700点以上を数える。 この他にも少

量ながら遺物包含層から出上した。胎土は、下記の如く大別して 4分類出来る。各遺構別に略

述していきたい。

a類……非常に良好な粘土を使用し、砂粒をほとんど含まず精良である。色調は、薄ピンク

色や灰白色である。器壁は、1.5～ 2.Ommを 測る。

b類……胎土中に金雲母や角閃石を含み生駒西麓産と思われる。色調は、茶褐色系統のもの

である。器壁は、2.0～ 3.Ommを 測る。

こ類……わずかに細砂粒を含み、くさり礫を含むものもある。色調は、薄茶灰色や黒灰色の

ものがある。器壁は、2.0～ 3.Clmmを測る。

d類・……径 l mm位の砂粒を多く合み、器壁が 3～ 5 mmを 浪1る もの。色調は、茶灰色を呈する。
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図-24 製塩土器
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0106

図-25 製塩土器

炉-1出土製塩土器は、総数110点を数える。形

態は、小型平底のコップ型のものがほとんどを占め

杯型をしたものは見当らない。日径は、 5～ 6 cm、

器高が、 9～ 10cm位の小型の土器である。器壁の厚

いものが少なく、2.0～ 3.Ommの ものが多い。タト面に

平行叩きを施こすものは、表面が摩耗が激しいとい

う事もあるが、凹凸の少ないものが多い。外面が無

文のものは、 指ナデ又はナデである。 内面の調整

は、板ナデが主である。横方向の板ナデを施こすも

のは、内面全体を丁寧に調整するのに対し、縦方向

の板ナデを施こすものは、 c類に分類されるものの

中に多く全般に雑な感じがする。外面と同じくナデ

調整のものもある。時期は、 6世糸己後半に属する。

炉-3出土製塩土器は、出土点数が最も多く総数

537点 を数える。形態は、小型平底のコップ型がほ

とんどを占める。日径は、4.2～ 6.4cmま でのものが

あり、 器高は、 10.0～ 13.8cmを 測る。 外面の叩き

は、全部口縁部と同一方向の平行叩きである。摩耗

の激しいものが総点数の約 2割程度を占め、叩きを

施こすものの比率も少し増カロするかもしれない。外面

調整は、 a類ではほとんどのものが↓旨ナデであり、指

紋痕が顕著にみられる。 b類ではナデ調整である。

c類ではナデ調整が大半を占め、その中で指紋痕の

みられるものはわずかである。

0                     1 0cm

表-1 炉-1出土製塩土器

表-2 炉-3出土製塩土器

胎   土 叩き模様 無   文 小  計(%)

2 26( 23.6)

b 0 3

80( 72.8)

d 0 1 1( 0.9)

小   計 10(9.0) 100(91.0) 110(100.0)

胎  土 叩き模様 無  文 小 計(%)

4 112(20.9)

b 1

386 408( 76.0)

d 1 6 7( 1.3)

小   計 28(5.2) 509(94.8) 537(100.0)

胎   土 叩き模様 無  文 小 計(%)

0 2 2( 5.4)

b 1 1

5 26(70,3)

d 2 5 7( 18,9)

小   計 8(21.6) 29 (78.4) 37(100.0)
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内面調整は、 a類では横方向の板ナデ、 b類では縦又は横方向の板ナデ、 c類では縦横の板

ナデとナデ調整、 d類は b類 と同様である。時期は、 5世紀後半である。

炉-4出土製塩土器は、総数37点 を数える。形態は、小型平底のコップ型と口径が器高より

高い杯型の 2種類がある。前者は、口径4.6～ 5.8cm、 器高8.6cm以 上を測る。後者は、回径7.4

～10.Ocm、 器高4.7～ 4.9cmで ある。外面調整は、平行叩きを施こすものや指ナデのものが多い。

平行叩きは、小型平底の外面のみみられる。内面調整は、横又は縦方向の板ナデが主流 を占め

る。時期は、 5世紀後半から6世紀初頭までである。

遺物包含層出土製塩土器は、総数29点 を数える。小型平底のものと杯型のものがある。これ

らは、炉-1、 3、 4の上層掘削時に出上しており、各遺構に限定されないが、その関わりが

強いものである。

韓式系土器 (図 -34、 109～ 113)

今回出土した韓式系土器は、陶質土器が 5点出土した。出土層位は、 5～ 6世紀の遺物が多

数出土した遺物包含層からである。叩目文は、縄蒲文、縦平行文、格子文がある。

109、 110は 、重か甕の体部の破片である。色調は、暗青灰色 (断面は、赤褐色 )で、焼成は

堅級である。胎土は、精良であるが自色砂粒が混入 している。表面の縄蒲文は、交差するよう

な部分が見える。内面は、指又はヘラ状の工具で滑めらかに整えられている。器壁の厚 さが

109の方が110の 約 2倍の厚さを測る事から別個体ではないかと考えられる。 111は、横平行叩

きを持つ壺か甕の破片である。色調は、青灰色で焼成は堅級である。胎土は、細砂粒を含むが

精良である。叩き目の間隔は、 6本 /2 cmで ある。縦方向に一条のすり消 し線がある。内面は、

同心円文叩きをなで消した痕跡がみられる。 112、 1131よ、重か甕の破片である。色調は、灰褐

色、灰黒色で焼成はやや軟質である。胎土は、石英粒を少し含むが精良である。外面の格子叩

きは明瞭に痕るが部分的にナデ消している。内面は、幅の広い同心円文叩きがみられる。

鰯 11∞

・ヽ・３
醐
は

韓式系

２
　
器

Ｈ
　
土図-26
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鉄滓、輸羽口 (図 -35、 114～ 116)

鉄滓は、炉-1、 4か ら各 1点ずつ出土している。大き

さは、3.1× 4.5× 0,7cm、 229、 3.2× 5.2× 1.8cm、 299の

小形の鉄洋である。表面は、多くの気泡や木炭がみられる。

前者は、 6世紀後半、後者は、 5世紀後半の時期の小鍛冶

によって生じた椀形津である。輔羽回は、炉-1～ 4の上

層遺物包含層から出土した。小鍛冶に使用された送風装置

である。人の字状に広がる円筒状の形態のもので、色調は

灰白色、胎土は角閃石を合み砂粒がやや少ない。先端部に

は溶融金属の付着がみられ、他端は欠損している。体部の

一端に切り込みがみられるがどのような用途があるのか明

確でない。内径が1.3～ 2.Ocmと 小さい。時期は、 5世紀か

ら6世紀前半までの時期のものであろう。

瓦 (図 -36、 117～ 121)

追物包合層から平瓦

が少量ながら出土した。

瓦は、飛鳥時代末から

奈良時代までのものと

思われ、付近に想定さ

れている山下寺あるい

は大県那衛からの流出

瓦かも知れない。

o            5cm

―
図-28 平瓦拓影

第 4節  ま と め

今回の大県南追跡内岩崎谷下水道埋管工事に伴なう発掘調査が本年をもって終了した。昭和

58年度から60年度までの 3ケ年である。ここにその経過を述べる紙面はないが、事業終了にお

ける調査成果の概要を整理し、大県南追跡の性格を若千整理しておきたい。

弥生時代の遺構は検出されなかった。古墳時代の遺物包合層中から細片の弥生土器が出土し

た位である。最も古い遺構は、本年度調査したA区にゃける炉跡群である。これらの炉の埋土

中から多数の遺物が出土した。炉の性格については、炉-2が鍛冶炉ではないかと考えられる

以外明確ではない。炉-2は、大県84-1次調査区で検出した鍛冶炉と非常によく近似した規

模や構造をしており、炉内から鉄滓や輔羽日等の鍛冶関係遺物が出土していないという問題が
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のこるものの遺物包含層や周辺の遺構から鉄滓や輔羽日が出土している状況から判断すれば、

鍛冶炉と考えて大過ないだろう。この炉の廃絶は炉底部から出土した須恵器の甕 (陶邑編年 I

-1)が 出土しており、遺構の切り合い関係から炉-4よ りも古い 5世紀中頃以降である。大

県追跡の鍛治炉は 6世紀前半期のもので同形式の炉型がさらに1世紀近く遡りうる事が明確と

なった。今後、大県及び大県南追跡に定住する鉄器生産関係集団の性格を考える上で重要な資

料となろう。

炉-1は 、炉底が若干波打ち小さな凹凸を持つがほぼ平面的である。炉上部がほとんど削平

されている事から炉の全容は復元困難である。しかし、出土遺物に製塩土器が多くあり、焼成

を受けた扁平な板石や栗石が数点検出されている事から製塩炉としての機能を有している可能

性が高い。また、その時には炉底が良く焼成を受けている事から全面的に石を敷設したもので

はなく部分的に石を配した事が想定される。

製塩土器は、近年古墳時代の集落追跡から出土する例が多く、その編年や流通を駅り上げ考

察を加える論文も散見する。しかし、根本的な性格を明確にする事は後少しの時間的裕余が必

要であろう。当遺跡の製塩土器も内陸部に属する事から流通を考える上で 4種類以上の胎土を

持つ事は複数の製塩生産地から送られてきた事を物語るものであり、その編年を土器の編年基

準と同程度まで細分して各産地との関係を論求していかねばならない。今回の調査によって遺

椿内から出土した製塩土器は、多くの須恵器や土師器と共存しており上述の課題に対して重要

な資料となるだろう。

炉-3は、地下式の炉でどのような性格を有するものか明確でないが、炉-2と 同様根拠と

なる遺物はないが鍛 台炉の可能性が高い。埋土中多くの製塩土器が出土している事は、鋼始工

房と何らかの関連が見い出されるかもしれない。

炉-4は、規模も大きく惰円形の地下式炉で底部から側壁にかけて良く焼成を受けている。

この炉についてもその性格は明確でない。土師器や須恵器及び製塩土器の出土は、炉-1～ 3

までと同様時期を限定するものとして重要な資料となるものであろう。

6世紀代になると、調査区全域に遺構及び遺物包含層が検出される。土拡、濤、ピット等の

追構が検出され、 5世紀代よりも集落に関わる遺構が多くなり住居範囲が拡大した事を示す。

また、各遺構内から鉄津や輔羽日の鍛冶関係の遺物も普遍的に出土し、鉄器生産集団としての

特質をよく表出している。大県遺跡の鍛冶関係遺物の出土密度と比べ割合的には少ないが鍛冶

関係集団の集落と考えて大過ないものである。

7世紀代になるともっと活動的な状況が見られる。遺構も土拡、溝、ピットが増加し、それ

に対応するように追物量も多い。同時代が最も集落の盛期であると云える。この時期も鍛冶を

依然として実施している。

6世紀から7世紀代まで、当追跡の後背山地である生駒山地に大型群集墳が形成される。割

|
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合広い範囲であるが、平尾山古墳群と称し1500基近い古墳を数えている。これらの古墳の中に

は鍛冶関係追物が出土する例があり、大県及び大県南追跡の集落との関係を追求する事は今後

の重要な課題である。

7世紀中頃以降になると、河内六大寺と称される古代寺院が当地域に密集する。この事は各

寺院を建立する氏族が多く存在したと云え、鉄器生産だけにとどまらず何らかの技術及び知識

又は権力を有した証しである。当調査区の東側300mの位置に大県南廃寺 (山下寺)が近接 して

おり、当調査区から出土した瓦も何らかの関わりがあると思われる。また、第 1次調査におい

て単弁16葉蓮華文軒丸瓦及び均整唐草文軒平瓦が出上しているが、山下寺出土軒先瓦とは異な

ったもので、まだ明らかでない大県郡の郡衛跡の候補地として検討の余地がありそうだ。この

他にも第 1次調査において緑釉土器が出土している事やすぐ西側を流れる恩智川の改修工事に

際して墨書土器が採集されている事等郡衛となる条件的な要素も多い。今後、遺構の検出によ

り明確にしなければならない。

奈良時代に入いると遺構や遺物が少ない。柏原市域の古代寺院を擁する集落追跡では特にそ

の傾向が強い。遺構も少なく出土遺物の量も極単に減少し、集落自体衰退していく状況が伺わ

れる。当調査区周辺の集落も居住区が移動したのではなく集落の規模が縮小していた結果と考

えられる。

奈良時代以降は、土層観察から水田耕作に利用されている以外の遺構はあまり検出されてい

ない。水田耕作については、利用開始時期は奈良時代以降であるのかある程度の年が経過 して、

後なのか問題である。今回の調査では調査面積が少なくさらに多くの調査事例が必要であるが

敢えて言うならば 9世紀以降から耕作されていた可能性が高い事を述べておこう。現在の地形

から条里地割をみれば、大県郡の北部域によく条里地割が追存して南部域はあまり整然としな

い。条里地割の基線は、南北方向が東高野街道で里線となり、東西方向の条線は不明確である。

鎌倉時代以降になると、濤や道状遺構の水田関係の遺構がみられ、この時期も追跡の状況は

ほとんど判らないが、出土遺物は少なく、須恵器、土師器、瓦器、瓦等の細片や杭、牛の鼻輪

(木製)等がみられるのみで集落から少し離れた地帯であった事がイ司われる。この時期に後続

する遺物として15世紀頃の瓦質甕を検出した。この時期まではほぼ水田として利用されていた

ようである。
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1985年度市内遺跡群発掘調査一覧
平 野 追 跡

(198511～ 123,1)

年次 所  在 地 面積 ゴ 申 請 者 用   途 区 分 担当 調査期 間 調 査 概 要

85-1 平野 2丁目476-13 llXl.0 上 村 和 彦 個人住宅建設 国 庫 北野 10。 19～ 10.21
GL-1.8mで、土師器、須恵

器等出土。

大 県 追 跡

84-5 平野 2丁目12 39,325 柏 原 市 下水道管布設 公 共 北野 1.9～ 1,14
GL-1.Omま でに、縄文、弥

生、土師器、須恵器等出土。

84-6 平野 2丁目11-28 48.0 柏 原 市 下水道管布設 公 共 北野 1 18～ 1.19
文

出

縄

検

古墳時代の進物包合層

85-ユ 平野 2丁目261 柏 原 市 下水道管布設 公 共 北野 4.22～ 4.23 退物、遺構をし。

85-2 平野 2丁目1-5 9543 759 柏 原 市 体育館 建設 公 共 ヨヒ野 6.5～ 8 27
弥生、古墳、奈良時代の遺物、
遺構を検出。特に7C代の鍛
冶関係遺構。

85-3 平野 2丁目10 88.0 柏 原 市 下水道管布設 公 共 北野 11 8～ 1113 縄文時代―中遭の進物を検出。

大県南追跡

85-1 大県4丁目18 222 6 柏原市建設部 水 路 築 造 公 共 北野 2 6～ 2.22
古墳時代の炉跡、焼土拡等検
出。土師器、須恵器、特に製
塩土器多量に出土。

85-2 太平寺2丁目547-8 28261 松 岡  茂 個人住宅建設 国 庫 北野 遺物、遺構をし。

85-3
大県4丁目426・

427-1他
392.42 柏原市建設部 道路幅拡張 公 共 北野 1115～ 1217

余良時代～中世の上師器、須

恵器、瓦、瓦器等を検出。

太平寺 。安堂追跡

85-1 太平寺1丁目144-1他 柏原市水道局 水道管理設 原因者 田中 3 12～ 3.23
奈良時代～中世の遺物包合層◇
奈良時代の方形掘立柱、濤等
を検出。

85-2 安堂町968-1 1485,66 高 井 利 造 共同住宅建設 原因者
下

野

竹

桑

85,12.4～

862.22

縄文時代～中世の還物、通構
を検出。特に奈良時代の建物
群と木簡6点出土。

85-3 太平寺 2丁目21-5 柏 原 市 下水道管理設 公 共 北野 1120～125 遺物、遺構なし。

家 原 寺 跡

85-1 安堂町639,640 203.28 中 村 忠 雄 個人住宅建設 国 庫 北野 4  1 近世の池。磁器出土。

高井田横穴墓群

85-1 高井田256-1他 73680 柏原市建設部 河 川 改 修 公 共 安村 1 21～ 1,31
重形埴輪、土師器、須忘器、

弥生時代の石器等出土。

85-2 高井田282他 1380Э 0 柏原市建設部 河 川 改 修 公 共 安村 3 6～ 3 30
土師器、須恵器、磁器出土。

特に祭市B遺物が多い。
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年 次 所  在  地 面積 ∬ 申 請 者 用   途 区 分 担当 調査期 間 調 査 概 要

85-3 高井田645-3他 32390 柏原市建設部 市 道 新 設 公 共 安村 6 24～ 8 13
横穴墓10基検出。金環、玉類、

須恵器等副葬品多数出土。

平尾山古墳群

85-1 高井田235他 511X10
高井田土地

区画整理組合
土 砂 採 取 原因者 安村 4 2～ 6.6

古墳2基 (切石積、凝仄岩使

用)、 7C代の建物を検出。

85-2 高井田178他 100∞ .0
高井田土地

区画整理組合
区 画 整 理 原因者 安村

85,10 1～

86 1 31

奈良時代以降の掘立柱建物群

を検出。

85-3 雁多尾畑2000-1他 166803 0 御堂 開発徽 霊 園 開 発 原因者 田中
85.10.28～

86.2 8

横穴式石室、小石室古墳多数、
本榔墓等多数。
古墓から和同開な銀銭出上。

田 辺 遺 跡

85-1
国分本町6丁目1443-1

1444
360.73 乾  利 男 個人住宅建設 国 庫 田中 7 8

GL-40cmで地山。遺物、遺

構なし。

玉手山追跡

85-1 片山町10-1,2.29-1 1127 56 西 村 義 郎 マンション建設 原因者 安村 2.7～ 2 23 奈良時代のV字濤を検出◇

85-2 玉手町145-165 967.95 八幸産業帥 分譲住宅建設 国 庫 田中 9 4 遺物、遺構なし。

85-3 玉手町145-33 844 4 増 田 恭 敏 宅 地 造 成 原因者 桑野 1211～ 1212 遺物、遺構なし。

原 山 遺 跡

85-1 旭ヶ丘 3丁目1077-1 29708 永 井 廉 章 個人住宅建設 国 庫 】ヒ野 2.1～ 25
中世の濤を検出。土師器、須

恵器、瓦等出上。

85--2 旭ヶ丘 3丁目4750他 12∽ 0 玉手山■園 体育館建設 原因者 田中 9 9 違物、逮構なし。

松岳山古墳群

85-1 国分1665 4Cll1 0 裏山弥太郎 範 囲 確 認 国 庫 竹下 7 17～ 8 25
竪穴式石室。銅鏡、腕飾類、
鉄製品出土。
松岳山古墳前方部裾を確認。

誉田山古墳群

85--1
旭ヶ丘4丁目4986-170

他
1682 53 木 下 秀 夫

テニスコート

造成
国 庫 田中 3 11 遺物、追構なし。

河内国分尼寺跡

85-1 国分東条町2579-2 688.14 安 尾 公 一 個人住宅建設 国 庫 安村 通物、還構なし。
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